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　年金者一揆宣言
今日　２００７年　１１月８日
私たちは昨年に続き　ここ　
日比谷野外音楽堂に集まった
ムシロ旗を掲げて 
三千人が集まった　

　集まった
全国津々浦々で八千人が
立ち上がった　

　立ち上がった
膨大な数の年金記録が　消えていた　
差し押さえまでして 取り立てられる保険料
しかし　年金が支給されるとは限らない
これではあまりにも　無責任だ
その怒りが　自公政権への痛打となった
国民の怒りが　安倍政権を崩壊させた
今こそ　国民の為の政治を　取りもどそう
高齢者が安心できる社会を　実現しよう
介護保険の改悪も　ひどすぎる
ベッドが　車イスが  取り上げられた
利用料も　値上げ
その上施設から追い出される
医療制度も改悪された
支払いが　１割から２割、３割に　
保険証が取り上げられて　医者にもかかれない　
今度は後期高齢者医療制度。
全ての高齢者から　保険料をむしり取る
国民の命が　見捨てられる
何かというと「自己責任」
無年金・低年金者を放置する
自立を強制して　病人から生活保護を取り上げる　
懸命に働き　戦後の日本経済を支えてきた高齢者
高齢者だけではない　　
みんな　苦しんでいる
ワーキングプア　ネットカフェ難民
一年に三万人を越える自殺者
いっそ戦争でも起こったら　と願う　
絶望的な若者たち
生きていくのが　こんなに苦しく　
つらいのはなぜだ
これが健康で文化的な生活と言えるか
憲法二五条を守れ　生存権を守れ　
私たちは声を上げる
消えた年金を返せ
最低保障年金を一日も早くつくれ

消費税増税　反対
税金は大企業から取れ　
高齢者の暮らしを守れ　命を守れ
私たちは　戦争への道を許さない
アメリカの戦争を手助けする政府
憲法九条を持つ国を　
「戦争する国」にしようとする企み
私たちは許さない
私たちは声を上げる
国民のくらしと権利を守れ　　
くらしと権利を守れ
最低保障年金を一日も早く作れ
一日も早く作れ
若者が　希望を持てる日本を作ろう

　　作ろう
世界の宝　憲法九条を守ろう
世界の宝　憲法九条を守ろう
憲法改悪反対　

憲法改悪反対
私たち八万を超える組合員は　心を合わせ
勝利をめざし　仲間を増やしてがんばろう
がんばろう　　がんばろう　　がんばろう
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